
QRからも
お申込みできます

（定員100名程度）立命館大学
朱雀キャンパスホール

3月28日（日）
令和3年

13：30～16：10（開場12：45～）

参加無料
事前申込制
会場での参加は

お席に限りがあるため、
応募者多数の場合は
抽選となります

主催：明日の京都 文化遺産プラットフォーム　　　後援：京都府・京都市・宇治市・古典の日推進委員会

開会挨拶
松浦 晃一郎（第8代ユネスコ事務局長）

閉会挨拶
土岐 憲三（立命館大学特別研究フェロー）

講演Ⅰ
仲尾 功一（タカラバイオ株式会社 代表取締役社長）

「今、見直されるライフサイエンス」 

映像詩
琴：福原 左和子　尺八：ジョン・海山・ネプチューン

「横山大観 ～生々流転～」

講演Ⅱ
山極 壽一（京都大学名誉教授）

「ゴリラが見た新型コロナと現代文明」

※すべて敬称略
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お申込み

～新型コロナウイルス感染症への対策について～

当日は、ライブ配信も
予定しております。
お申込み・ご視聴方法など、
詳細はＨＰをご覧ください。

・ご来場の皆さまの健康と安全を考慮し新型コロナウィルス感染予防対策を講じて開催します。・ご来場の際は感染防止策へのご協力をお願いします。
・今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては開催内容を変更する場合があります。

曲目：行雲流水
な が れ ぐ も
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お申込み

※ご記入頂いた個人情報は、本事業に関するご連絡、その他、主催団体の事業等のご案内にのみ使用いたします。

※複数名の場合、こちらへご記入下さい。フリガナ

（フリガナ）

（日中に連絡のとれる番号）

参加者氏名
参加者氏名

参加人数　計

（年齢）　　　　　　歳

歳

歳

（年齢）

（フリガナ）
参加者氏名

（年齢）

名

ご住所　〒

TEL／携帯

E-mailアドレス

@

● 参加証をお持ちの方のみ、ご入場いただけます。 ●

明日の京都HPまたはQRから
簡単にお申込みができます

申込みフォーム（HPまたはQR）、FAXのいずれかでお申込みくださ
い。当選者の発表は参加証（ハガキ）の発送をもってかえさせていた

だきます（落選された方へのご連絡はしておりませんので、ご了承ください）。
複数名でお申込みの方は、代表者の方への発送となります。

会場での参加お申込み FAX 075-813-8167

無  料

2021年3月17日（水）必着

2021年3月17日（水）必着

　この地球は動植物と人類が共生する世界である。普段、それは目に見える世界に留まり、目に見えないミクロの世界の存在が
認識されることは、ほとんど無いといってよい。しかし人類の文明史は、ペスト・コレラ・スペイン風邪等、感染症との闘いの歴史
だったとも言え、新型コロナウイルスの猛威は、ミクロの世界と人類の関係を否応なく考えざるを得ない状況に至らしめた。一方で、
人類は自然発酵をはじめとするミクロの世界の有効活用もしてきた。コロナ禍をこえて、現代文明はどこに向かうのだろうか？
　このシンポジウムでは、ゴリラの生態研究からスタートし、広い視野から現代文明を論ずる山極壽一前京都大学総長とバイオ
テクノロジーを駆使し、新型コロナウイルスとの戦いを支援する事業でも活躍するタカラバイオ株式会社・代表取締役社長、
仲尾功一氏に、それぞれの専門分野から「人類とミクロの世界」について語っていただく。

　この地球は動植物と人類が共生する世界である。普段、それは目に見える世界に留まり、目に見えないミクロの世界の存在が
認識されることは、ほとんど無いといってよい。しかし人類の文明史は、ペスト・コレラ・スペイン風邪等、感染症との闘いの歴史
だったとも言え、新型コロナウイルスの猛威は、ミクロの世界と人類の関係を否応なく考えざるを得ない状況に至らしめた。一方で、
人類は自然発酵をはじめとするミクロの世界の有効活用もしてきた。コロナ禍をこえて、現代文明はどこに向かうのだろうか？
　このシンポジウムでは、バイオテクノロジーを駆使し、新型コロナウィルスとの戦いを支援する事業でも活躍する仲尾功一氏
（タカラバイオ株式会社 代表取締役社長）と、ゴリラの生態研究からスタートし、広い視野から現代文明を論ずる山極壽一氏
（京都大学名誉教授）に、それぞれの専門分野から「人類とミクロの世界」について語っていただく。

開会挨拶 講演Ⅰ 講演Ⅱ 閉会挨拶演奏

松浦 晃一郎
第8代ユネスコ事務局長

仲尾 功一
タカラバイオ株式会社
代表取締役社長

山極 壽一
京都大学名誉教授

土岐 憲三
立命館大学

特別研究フェロー

福原 左和子
琴

ジョン・海山・
ネプチューン

尺八

●JR・地下鉄東西線 「二条駅」下車、徒歩5分
●京都市バス・JRバス 「千本三条・朱雀立命館前」下車
●阪急電車大宮駅 徒歩約10分

立命館大学 朱雀キャンパス

参加証は3月18日（木）頃発送予定です。

参 加 料

申込締切

〈申込みフォーム〉

100名程度
※応募者多数の場合は
　抽選となります。

入場定員

人類とミクロの世界人類とミクロの世界
～新型コロナ禍を契機に考える～～新型コロナ禍を契機に考える～

登壇者紹介（敬称略）

会場アクセス

申込方法
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